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硝 酸 イ オ ン が 十 分 に 存 在 す る 環 境 の 根 で 硝 酸
イ オ ン 輸 送 体 の 発 現 を 上 昇 さ せ る こ と に よ り
、 必 要 な 硝 酸 イ オ ン を 効 率 的 に 獲 得 で き る 。
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狩 り の 成 功 率 が 向 上 す
る が 、 一 頭 の 獲 物 を 分 け 合 う 仲 間 が 多 い ほ ど
一 個 体 あ た り の 取 り 分 は 小 さ く な る 。
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１ 
出題意図 
 組換えDNA技術やPCRなどのバイオテクノロジーに関する基礎的な知識や細胞内でのDNAの複

製に関する基礎的な知識の理解度と,酵素活性と補酵素を題材とした論理的思考を問うことを意

図した。 

採点講評 
「リコンビナントヒトペプシンがヒトの体温付近でもっともよくはたらく」という選択肢を解

答に選んだ受験⽣が多かった。体温付近が最適温度であるという思い込みが先⾏し, 実験結果を
論理的に解釈する妨げとなっていたかもしれない。 
 
２ 
出題意図 
 植物における無機窒素化合物の輸送と同化に関して, 分⼦・細胞・個体レベルでの⽣命現象の
基礎的な知識の理解および実験データを解釈する論理的な思考⼒を問うことを意図した。 

採点講評 
 RNA の塩基の問では「A の数は U の数と等しい」, 分⼦量の問では「タンパク質＞RNA」と
する誤りが多かった。⽣命現象がスケールバーのない概念図として表現されることも多いが, 実
体としての分⼦の⼤きさを含め, どのようなスケールの現象に着⽬しているのかを意識した学習
を期待したい。 
 
３ 
出題意図 
 ⽣物の⽣殖に関わる基礎知識, 特に染⾊体，対⽴遺伝⼦，減数分裂についての知識の定着度を
問うことを意図して出題した。さらに減数分裂時の染⾊体の動態に関する理解を問う応⽤問題と
して，減数分裂の異常およびゲノム分析法を題材として出題した。 

採点講評 
 問 4−1 の正解率が低かった。単に⽤語を暗記するだけでなく，どのような現象が起きている
のかをイメージし，さらに他の⽣命現象とのかかわりも含めて学習することを期待する。 
 
４ 
出題意図 
群れる動物を主題に, 分類や⽣態学の基礎的な知識から，実験的思考にいたるまで，多⾯的に⽣
物を考える能⼒を問う。これとあわせて，「種の保存」のための進化という概念がなぜ現代の⽣物
学において誤りとされるのか，論点を把握しながら⽣物現象を読み解くことを期待している。 

採点講評 
ことばによって説明する能⼒の低下が危惧される。科学とは客観性に根差す学問である。 
よって，現象やその仕組みを理解するだけではなく，他者にわかるよう伝えることも重要である。 


